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オダイマミ 
（さっぽろ天神山アートスタジオ、プログラム・ディレクター）

わたしのものであって、みんなのものであ
るという真の公共の空気感をつくるのは難
しかった。サービスを受ける人と提供する
人、ものを申していい人と聞くだけの人、
管理する人と運用する人、ホストとゲスト
という典型的で窮屈な境界線を解除してよ
うやく準備が整う。または解除しようとす
る態度が求められる。

閉鎖した公共施設を市民のクリエイティビ
ティを刺激する場所へと生まれ変わらせる
ことは、価値がなくなったものに新たな価
値を与える試みでありアートの社会的な実
験のチャンスである。

アートと市民生活は関わりがないように思
い込まれている。美術館や劇場がどうして
もつくりこまれた非日常を演出してしまう
ためだ。

アートは非日常か？それとも日常か？その
答えを提示せず、レリゴー（let it go）と
歌いながらすすんでいく。演出なしのあり
のままをここでは見せていくこと。それぞ
れの目的のために、たまたまこの場所に居

合わせた人々のありのままの生活が勝手に
行き交い、おもいおもいに行動できるが、
どこまでも理性的な場所として開放しよう
とした。ひとりひとりのアイデアと行動の
自由を尊重するシェルターだ。そんな自由
の空気に満ちたみんなの家をつくりたいと
考え、10 ヶ月後のいま少し輪郭をもち始
め、即興演奏の音楽のような景色になった。

2014 年 5 月 31 日のオープニングに合わ
せてスタートした「とくいの銀行」（札幌
国際芸術祭 2014 公式参加プロジェクト）、

「TPP ミュージアム」（社会の中のひっかか
ることを暮らしの目線でアーティストがほ
かの人と対話し、恊働してみるという長期
滞在型のプロジェクト）はそれぞれ異なる
音域を用いて、境界線を意識的にぼかす活
動のベースラインを奏で続けてくれた。そ
のベースラインの上に芸術祭に参加した
アーティストがいる。札幌をリサーチし、
作品を制作したことや、大風呂敷工場が求
心力をもちながらハイライトを奏でた。地
元拠点のアーティストたち、札幌へ仕事の
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ために呼ばれてきたパフォーミングアーツ
や演劇分野の芸術家たちも、不規則な振り
子時計のように天神山の外側と行きつ戻り
つしながら天神山アートスタジオという拠
点の境界線をはみだして、札幌市の全域を
縦横無尽に動いた。

創造的活動の場であり、同時に生活の場で
もあるという札幌のまったく新しい、そし
て実験的な文化芸術施設の日々には、アー
トが非日常か日常かという問いを軽くはね
のけるような強いリアリティがあった。ひ
とりひとりが思い思いに生きているとか、
暮らしているということをまともに肯定す
ることだ。

そこに、普通の人々がいる。彼らはぶらり
と立ち寄って普段の延長線上にあるちょっ
と風変わりな人に遭遇したり、天神山アー
トスタジオのしかけに参加したりしている。
とても微細な違いだけれども、いつもとは
違うことをしている、違う自分になってい

る、つまりなにも否定したりされることな
く、あちらからこちらに進化していながら、
そのまま生きたり暮らしたりしている。

ここは美術館でも劇場でもなくアートセン
ターでもない、みんなのおおきな家である。
この家は硬い輪郭線をもたず、人が行き
交い更新され続ける有機的な場所である。
2015 年 2 月の冬のバカンスを経て、おお
きな家から公園へ、シェルターの内側から
外へ（環境へ）とまた境界線をあいまいに
して超えていく。

天神山アートスタジオでの一時的な滞在の
予期せぬ人同士の遭遇は、冬の間、雪があ
らゆる境界線をかき消してしまうのと同じ
なのだ。このことが、創造的活動、つまり
進化の出発点であることを雪のまち札幌の
私たちは知っている。春がきて、すべてが
あらわになろうとも。

2015 年 3 月
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さっぽろ天神山アートスタジオは、旧札
幌天神山国際ハウスを改修・再整備し、
2014 年夏に開催された札幌国際芸術祭に
併せてオープンした札幌市の新しい文化芸
術施設です。市内、国内外のアーティスト
や文化芸術に関する研究者など      が、滞
在しながら制作や調査を行うための 13 室
の滞在スタジオを備えていること      が特
徴です。施設内の共有スペース、交流スタ
ジオで企画される多様な交流プログラムに
参加する市民、天神山緑地の利用者、アー
ティスト等が、思い思いに集い、出会いま
す。オープン初年度の 2014 年は、施設を
共有するみなさんとともに、さっぽろ天神
山アートスタジオならではの、自由でのび
のびした活動を行いました。

さっぽろ天神山
アートスタジオ
概要

美術、音楽、工芸、演劇、ダンス、文芸、写真、映像、
デザインなどの分野で創造的な活動を行う方

アーティスト・イン・レジデンス、ゲストスタジオの
ことを指します。

1

2

2

1
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6 月 17 日・27 日
とくいの銀行引き出しイベント「嫁入り花
嫁ベーグル」第 1 回酵母を育てる会 / 第 2
回嫁入りたまねぎベーグル作り 
 
滞在アーティスト、深澤孝史さん（p.10 参照）によ
るプロジェクト。自分の得意を預ける（ちょとく）す
ると預けられていた他人の得意を引き出すことが出来
る、札幌国際芸術祭 2014 の参加型プロジェクト（アー
ト × ライフ）。たまねぎ酵母でベーグルを作りました。

6 月 21 日
TPP ミュージアム「TPP 締結後の食べ方」 
 
滞在アーティスト、植村絵美 & Michael Eddy によ
るプロジェクト「TPP ミュージアム」。TPP が実際に
はどのようなものか身近な題材を取り上げて、みんな
で楽しくお勉強！雑草を食べました。

さっぽろ天神山アートスタジオの日常① −
地域ボランティアの活躍 
 
ご近所の川島さんが、閉館中放置されていた花壇の笹
の根をよけるなどのボランティア活動をしてくださっ
ています。

天神山アート 
スタジオ 
2014 – 2015 
運営カレンダー

5 月 31 日
さっぽろ天神山アートスタジオ・バース
デーパーティー 
 
上田市長をはじめ、たくさんの方がオープンを祝いに
駆けつけてくれました！「とくいの銀行」ATM も設
置されました（右上記事参照）

スタッフ・ボランティアの声 
（鈴木／スタッフ） 

犬の散歩をしている人たちに挨拶をすると
「今あの人どうしてるのー？」とこの一年
の内にさっぽろ天神山アートスタジオの前
で出会ったアーティストや出来事のお話し
を聞くことがよくあって、それがものすご
く嬉しい。人それぞれの生活がここにはや
んわりと共存していて、みんなワクワクし
てる。そんな天神山がとっても好きです。
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7 月 6 日
とくいの銀行引き出しイベント ×TPP
ミュージアム「大友堀流しうどん」 
 
地域の子供たちと一緒に、札幌の歴史を、うどんを作っ
て、流して、食べることで実体験！で楽しくお勉強！

8 月 16 日 − 9 月 12 日
「ホーランドジャポニズム」オランダアー
ティストと美濃和紙が世界へ送る美のメッ
セージ 
 
オランダで活躍するアーティスト 12 人が、伝統的な
美濃和紙を用いて作り上げた美しく繊細なジュエリー
を展示スペースにてご紹介。

9 月 19 日 − 9 月 23 日
石垣克子「つながるラインとワの旅 2014
天神山」 
 
沖縄在住アーティスト石垣さんによる公開制作と、子
供から大人まで一緒に作品づくりに参加できるワーク
ショップを開催。

7 月 8 日 − 8 月 10 日
「フェスティバル FUKUSHIMA! 北３条広
場で盆踊り」大風呂敷工場 
 
展示スペースにミシンをならべて、ボランティアの皆
さんと大風呂敷を毎日製作。晴れの日も雨の日も、暑
い日も寒い日も…

7 月 29 日
とくいの銀行引き出しイベント「天神山散
歩の会」 
 
天神山周辺を早朝散歩。朝の気持ちいい空気のなか
散歩しながら、天神山周辺の歴史について語り合い
ました。

スタッフ・ボランティアの声 
（川島さん／ボランティア） 

大風呂敷とか楽しかったな。毎日、一回り
も二回りも年齢のちがう人たちと関わるこ
とで活力が出たよね。山を上りくだりして
いるうちに、自分の健康にも自信が持てた
から、小学校の交通安全指導員になったり、
仕事を持ったりした。大きな財産になった
と思うよ。
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11 月 16 日
札幌天神山アートスタジオ アーティスト
ミーティング
Art and Breakfast Day in Sapporo 
Tenjinyama Art Studio 
 
滞在中＆札幌在住のアーティストが朝ごはんを一緒に
食べながらそれぞれの作品について語り合いました。

11 月 23 日
「フィギュア・アート・シアターって、な
あに？」～人形遣いモカとフィギュア・アー
ト・シアターを創ろう① − 導入編 
 
滞在アーティストの人形遣いモカさんによるワーク
ショップ。子供のころの思い出を書き出して、表現す
ることのエッセンスにします。

11 月 26 日 − 11 月 30 日
Rosanna Catterall ＿狂詩曲ハ長調 
野球 (o) 
 
滞在アーティストの滞在制作の中間成果発表。札幌を
リサーチしながら制作した映像と音のインスタレー
ション作品。2015 年 1 月には札幌市内のギャラリー
CAI 02 にて展示されました。

12 月 21 日
植村絵美 & Michael Eddy による成果報
告展「TPP ミュージアムオークション」 
 
オープンの5月から12月まで天神山で制作したもの、
見つけたものをオークション形式で参加者が落札して
いきます。最後は地球をこわして終了！

10 月 11 日 − 10 月 13 日
天神山文化祭 
 
まちづくり会「いきいき南平岸」との合同企画。アー
トプレート展やりんごケーキづくり、滞在アーティス
トによるワークショップ、芸能祭など盛りだくさんの
イベント。（p.14 参照）

スタッフ・ボランティアの声 
（都築さん／ボランティア） 

さっぽろ天神山アートスタジオ 1 周年おめ
でとうございます。のんびり過ごせる空間
と怪しげで楽しいスタッフの皆様のことを
もっとたくさんの方に知っていただけるよ
う、近所のお手伝いおばちゃんとして今後
も遊びに行かせてくださいね！
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2 月 25 日 − 3 月 4 日
「地域住民と桃の節句を祝う」 
 
天神山の麓に住む方から寄与された豪華な七段のひな
人形を飾りました。日本の風習について地域の人、海
外のアーティストと話す機会になりました。

3 月 18 日 − 3 月 31 日
「Amanogawa プロジェクト札幌
20150311」 
 
神奈川県在住のダンサー、木野彩子さんの映像作品の
展示を開催。

12 月 28 日
さっぽろ天神山アートスタジオの日常②～
天神山アートスタジオ総合避難訓練 
 
スタッフと滞在者、たまたま居た散歩の人が参加。実
際に消防署に電話もして、「ファイヤーファヤー！！」
と館内を走り回りました。バイリンガルです。

2 月１日 − 2 月 22 日
さっぽろ冬のバカンス 
 
おとなも子どもも本気で雪まみれ！アーティストも初
めての札幌の雪と正面から向き合う冬！（p.16 参照）

スタッフ・ボランティアの声 
（滝澤さん／イベント参加者） 

年齢と共に厄介に感じていた雪も、一連の
イベントに参加することで今までとはひと
味違った楽しみかたを体験することができ
ました。天神山アートスタジオは年齢や
国籍を飛び越えて、｢生み出す楽しさ｣ や 
｢味わう楽しさ｣ を共有できる場所だと思
います。

スタッフ・ボランティアの声 
（竹田／スタッフ） 

晴れた日の朝の出勤ほど贅沢なものはあり
ません。四季を楽しみながら天神山を登り
ます。清々しい空気の中、玄関の鍵を開け、
お散歩中の地域の皆さんとご挨拶。1 階の
共有キッチンでは滞在アーティストがつく
る朝食のいい匂い。私はアーティストでは
ないけれど、何かが生まれそうな今日この
頃です。
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藤木正則（アーティスト）

キッチンで朝食をつくっている時が楽し
い。みんな手を動かしながら、それぞれの
仕事の事、昨日の制作の事、政治や農業に
ついて、滞在している者同士が、時には言
葉の壁を越えて、互いを理解していく。「へ
〜、そうか、こういう考え方もあるんだ」と。

旭川を拠点に制作活動を行っている。天神
山アートスタジオオープニング展、札幌国
際芸術祭2014、アーティスト・イン・スクー
ルなど札幌での企画の度にお世話になって
いる。滞在歴はオープン以来 8 回ぐらいだ
ろうか。

深澤孝史（美術家）

天神山アートスタジオに 2014 年の 5 月末
から 10 月の初旬まで滞在しました。滞在
理由は札幌国際芸術祭 2014 の参加型プロ
ジェクトに出展するためです。はじめは準
備、リサーチのため一階のロビーの一角を
占拠して勝手に事務所化していました。一
緒に滞在していたアーティストたちとしば
しば食事をともにしました。 立地として
は近くに精進川が流れており、都市の隙間
をくぐって豊かな自然が残されていて散歩
コースにとてもおすすめです。あと天神山
には相馬神社が建てられているのと、カラ
スがたくさんいます。仲間のカラスに羽を
むしられたのか、飛べなくなったカラスも
います。そのカラスは飛べないかわりに脚
力が半端なくうさぎのようにピョンピョン
枝や崖を登っていきます。

1984 年山梨県生まれ。 2011 年、《とく
いの銀行》（取手アートプロジェクト）を
開始。越後妻有大地の芸術祭 2012 で《非
常美術倉庫》を制作。2013 年、山口情報
芸術センター 10 周年記念祭にて、《とくい
の銀行 山口》。2014 年、《photoground》

（めぐるりアート静岡）、札幌国際芸術祭
2014 にて《とくいの銀行 札幌》を制作。 

http://fukasawatakafumi.net

天神山について、
滞在アーティスト
からのコメント
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富田俊明（アーティスト、北海道教育大学 
准教授）

８〜９月スタジオ C に滞在し、北海道では
初めての自企画『ジャガイモから見る世界；
＜農業と芸術＞をめぐる北欧と日本のアー
ティストの対話』『沖縄・北海道 芸術文化
交流③』を実施した。仕事で釧路に移住し
て５年、札幌にこのような拠点が出来、可
能性が広がった。招聘したスウェーデンと
沖縄のアーティストは、森中の閑静な環境
を「とても贅沢」と評していた。私は自身
の国内外のレジデンス経験に照らして、選
別のない開放性と、200 万都市にあっての
集約性が気に入った。実に多様な人々と交
流できた。創造的人材へのホスピタリティ
は創造都市として戦略上必要であろう。在
住者限定の HAPS（創造都市・京都）と対
照すれば、天神山アートスタジオの特長と
可能性は明らかだ。

1994 年、東京芸術大学美術学部油画専攻
卒業。1996 年、同大学院壁画専攻修了。
現在、北海道大学大学院国際広報メディア・
観光学院博士後期課程に在籍。ソウル・アー
ツセンター（韓国）、横浜トリエンナーレ
2001、オデンセ市立美術館（デンマーク）、
国際芸術センター青森、秋吉台国際芸術村、
日米文化会館（アメリカ）等の企画展に出
品。東北芸術工科大学での個展やハワイ大
学（アメリカ）の招聘作家としての活動が
ある。

講演会 + ワークショップ『だいちにふれる : ジャガイ
モ視点で見通す多様性と民主主義』
オーサ・ソーニャスドッター + 富田俊明、北海道大学
遠友学舎ほか、2014 年 8 月 24 日

Rosanna Catterall（ロザンナ・カテラ
ル / アーティスト）

天神山の環境は素晴らしいです。地域につ
いての豊富な知識とスタッフのサポート
が、天神山を創造的な環境にしています。
物理的な環境も非常に落ち着いていて、緑
地内に滞在して、街と山を一望できるロ
ケーションは最高でした。この後札幌を離
れたら、あの環境をきっと恋しく思います。
私が滞在で得た最も重要なことは、たくさ
んの素敵な人たちに会えたことです。他の
滞在者たち、スタッフの皆さん、地域の人
たち。この人たちみんなが、天神山を興味
深くてクリエイティブで信じられないくら
い面白い場所にしていると思います。

イギリス出身。2012 年、ファルマス大学
（イギリス）卒業。卒業後、ロンドンとコー
ンウォールでグループ展、個展を複数開
催。2012 年、ミレニアム・ギャラリー創
設のマイダス・アワードを受賞。さっぽろ
天神山アートスタジオには 2014 年 8 月−
2015 年 2 月まで滞在。滞在中に天神山と
CAI02（札幌）にて新作を発表した。

天神山について、滞在アーティストからのコメント 11



札幌国際芸術祭
と天神山アート

スタジオ
2014 年 5 月 − 9 月 

 

オダイマミ 
（さっぽろ天神山アートスタジオ、プログラム・ディレクター）

札幌国際芸術祭と天神山アートスタジオ12

＜ふたつのアートプロジェクト＞
深澤孝史（とくいの銀行）、IDPW の 3 名、
アサノコウタ（プロジェクト FUKUSHIMA）、
藤木正則、鈴木悠哉、毛利悠子、山川冬
樹、AGF、真鍋大渡とライゾマティクス、
菅野創と yang02、平川祐樹、栗林隆、オ
リバー・フランツ。札幌国際芸術祭 2014

（以下、SIAF2014）に参加したアーティ
ストや参加プロジェクトメンバーのうち
13 組が天神山アートスタジオを滞在制作
の拠点に利用した。SIAF2014 のオープニ
ングは７月 19 日だったが、天神山アート
スタジオがオープンした 5 月 31 日には、
一番乗りの深澤さんが滞在制作をスタート
させ、その日から 4 ヶ月以上、天神山界
隈には参加アーティストや、視察に訪れた
多くのアート関係者、リサーチャー、関連
事業の出演者やアーティストなどがひっき
りなしに行き交った。緊張を帯びたにぎや
かな往来の傍らで鳥の鳴き声さえ聞こえ
るほどの静けさがそんな喧噪を覆い尽く
す。にぎやかなのに静か、カラフルで透
明感のあるのんきで不思議な場所が現れ
たのだなあと実感したのはこの時である。 

SIAF2014 のにぎわいの脇で、建物のま
わりには手入れが行き届いていながらも乱
雑な菜園があった。家庭菜園を趣味にして
いる人からは眉唾物の畑だっただろう。犬
の散歩やウォーキングでやってくる近所の
みなさんが、見るに見かねてアドバイスを
する。どうみても貧しそうな土壌にすぎな
かった菜園は夏が過ぎるころに、トマトや
きゅうり、カボチャ等が実った。ホームレ
スと間違われていたアーティストの親子、
マイケル・エディと植村絵美とひとり息子
のロウがこの菜園を始めた。彼らの TPP
ミュージアムというプロジェクトを天神山

アートスタジオのオープニング・プロジェ
クトとして招いたのだ。アーティストは二
つの季節に渡り滞在した。2 歳のロウは来
た頃よりもたくさんしゃべり、たくさん歩
き、近所のアイドルになった。菜園を介し
て多くの人が様々に関係したことはとても
興味深い。つまり、アーティストが始め、
世話をし、通り過ぎる人たちと対話しなが
ら、また、知らない間に世話を焼かれな
がらいっしょにつくるプロセスと結果は、
アーティストと人々の生活がオープンな制
作そのものであったといえる。時に演劇的
な手法を取り入れ、「暮らす」というとて
もローカル視点をもち、等身大なのに国際
的なプロジェクトだった。異なるもの同士
の間に生じた違和感に負けず、つまり短絡
的に同化しない。個人が尊重され集団化し
ない、だれのどの意見も同等に並べてみせ
る TPP ミュージアムの摩訶不思議な世界
観は、天神山アートスタジオに流れる「わ
たしのもので、みんなのもの」というパブ
リックな空気をつくるときに必要だった。
SIAF2014 と TPP ミュージアム。この二
つのアートプロジェクトの空気が入り交
じって天神山アートスタジオは 1 年目にし
てユニークな場所になり、じんわりと広が
ろうとしている。

参考：札幌国際芸術祭 2014 
http://www.sapporo-international 
artfestival.jp/2014/ 

TPP ミュージアム 
http://tppmuseum.com/

札幌国際芸術祭と天神山アートスタジオ 13



天神山文化祭
2014 年 10 月 11 日 ( 土 ) − 13 日 ( 月・祝 )

 

小林亮太郎 
（さっぽろ天神山アートスタジオ、施設マネージャー）

天神山文化祭14

さっぽろ天神山アートスタジオを運営して
いると、色々な人たちがやってくる。山の
上なのに。やってくるのは主に滞在スタジ
オを使用する作家さんや、散歩がてら寄っ
てくれる地域の人たち。僕らスタッフはそ
んな風にやって来た人たちとよく世間話を
する。作家 ( アーティスト ) さんは個性を
仕事にしているような人たちだから「あく」
が強いのはわかるけれど、なんとなくやっ
てきた地域の人だって負けずに個性的だ。
地域連携を謳っている施設なので、山の上
に居座っているだけなくこちら側からも
外に出てゆくことがある。地域の行事に
参加したり、まちづくりセンターで行わ
れている会議などにもちょくちょく顔を
出していた。そこで、まちづくり会「い
きいき南平岸」の人たちに出会い、「天神
山を使って何かできないか？」という話
題が上がる。前々から、アートスタジオ
をきっかけに色々な人に出会い、その度、
この人たちが一堂に会する無茶苦茶な状
況をつくって見たいと思っていた。渡り
に船、ぜひやりましょうということにな
る。それがこの「天神山文化祭」だった。 

実際、祭りが行われた 3 日間は絵にかい
たような「混沌」があった。オープニング
挨拶に登場した謎のシロクマと近隣児童会
館の子ども達の手話ダンス、会場を飾る
数百点のアートプレートに手縫いの三角
旗、地域産のキノコ・薔薇紹介と滞在作
家によるぬり絵と人形作りワークショッ
プ、外に飛び出して行われたまちの長老の
案内による「うわさんぽ ( 噂＋散歩 )」、平
岸とリンゴの歴史を紹介しながら行われ
るアップルケーキ作り、そして締めのイ
ベントとなった歌やサーカス、パフォー
マンス、講義、なんでも来いの芸能祭。 

文化祭をきっかけに普段出会うことのない
人たちが同じ場に居合わせた。好きな事に
夢中になっている人がいて、それを傍から
見ている人がいる。主役と観客という立場
が慌ただしく入れ替わる中、緊張や歓声、
笑顔が飛び交う。一体、何を生み出してい
るのかよくわからないけれど、何とも心地
よい空間。それがさっぽろ天神山アートス
タジオのあるべき姿なんだと思う。

天神山文化祭 15



札幌市は、積雪寒冷地に 200 万人もの人が
暮らす世界でも珍しい大都市です。冬の札
幌について語るとき、除雪や雪害の問題、
都市のインフラ、さらにはスポーツ、雪ま
つりなど、多くのキーワードがあります。
2014 年 5 月末の開館以来、訪れる市民
と滞在作家の間に自然な交流を育んできた
さっぽろ天神山アートスタジオも初めての
冬を迎え、「冬・雪・さっぽろ」をテーマに、
同じく初めての国際公募プログラムを実施
しました。

また、2015 年 2 月 1 − 22 日の期間中には
この成果発表として、雪を楽しむイベント

「さっぽろ冬のバカンス」を開催しました。
国際公募により選出された 3 名のアーティ
ストによる滞在制作をベースに、札幌を拠
点に活動する 2 名のアーティストによる作
品展示やワークショップ、さらに雪や除雪
をテーマに活動を実践している市民グルー
プの方々を講師に迎え、週末ごとに市民参
加型交流プログラム（レクチャーやワーク
ショップ）を実施しました。

国際公募
プログラムと、

成果発表
「冬のバカンス」

について 
2015 年 2 月 1 日 ( 日 ) − 22 日 ( 日 )

- 審査員 -

飯田志保子キュレーター、東京藝術大学美術学部
先端表現科准教授（以下、SI）

オダイマミさっぽろ天神山アートスタジオプログラム・
ディレクター、アートプロデューサー、AIR 勉強家（以下、MO）

樋泉綾子本郷新記念札幌彫刻美術館学芸員（以下、AH）磯崎道佳美術家（以下、MI）

国際公募プログラムと、成果発表「冬のバカンス」について16

この記録集でも多くのアーティストや関係
者が触れていることだけれど、「さっぽろ天
神山アートスタジオ」という場所はおかし
なところだ。それはうすうす感じていた。
お世辞にも便利な立地と言えない場所にも
関わらず、利用したアーティストたちの様
子はみな楽しそう。口々に話される感想を
頼りにどんな場所か想像するが、なんだか
曖昧でイメージが掴めない。

そんな場所で、初めて国際公募でアーティ
ストを招聘するという。そうしてコーディ
ネーターとして手伝わないかと誘われる。
自分の経験から、半分は何が起きるか想像
できる。しかしもう半分は全然想像できな
い。それはつまり、非常に楽しそうな話だっ
たのでふたつ返事で引き受けた。

天神山の国際公募の要綱には、いろいろと
要件が書いてある。アーティストたちはそ
れぞれその要綱に合わせてプランを作り、
応募してきた。そして選ばれて、天神山に
やってきた。

アーティストがこのようなプログラムに応
募してくる動機は様々だ。いつもとは違う
環境で刺激を受けたい、制作から離れて休
みたい、仕事のひとつとして捉えている、
などなど・・・。みな少しの不安と大きな
期待に溢れた気持ちで、ここを訪れたに違
いない。

しかし、ここで待っているのは、予想だに
しないカオスである。喜寿を迎えんとする
男性（スタッフではない）がほぼ毎日オフィ
スにいて、勝手に浄水器（パイウォーター）
を設置してくれる。寒くなってきた頃、入っ
てすぐのホールにコタツが置かれた。ある
日、京都から TAMA のドラムセットが送ら
れてきた。ミラーボールが各所にあり、よ
く頭をぶつける。7段の雛人形が寄贈された。
掃除のおばちゃんが漬物をくれる（メロン
がおいしい）、早く仕舞わないと嫁に行き遅
れると忠告される（もう遅い）。

天神山の景色は美しい。天神山から見える
景色も美しい。この勝手に美しい自然とあ
のカオスは関係があるような気がしている。
山の一部を借りた、小さな余白のようでも
ある。余白の中で、人は自由になれる。アー
ティスト滞在施設と聞くと、一般市民がアー
ティストに刺激を受ける場所だと思うかも
知れない。しかし、ここではアーティスト
が市民に大いに刺激を受ける姿をよく目に
する。彼らはそれがどんなに驚くべき体験
だったかを、時々私に話してくれた。そん
な楽しそうな様子を見るのは、とても嬉し
い。よく巷で「アーティストとの交流」と
いう言葉をきくが、それがこれでなくてな
んであろう。

私たち市民は、遠慮する必要はないのだ。
待っている必要はない。相馬神社の急な参
道や公園脇の険しい道を抜けて、どうぞこ
の山の上へ、アーティストに刺激を与えに
きてください。

「国際公募と交流
／山の上の余白」 

 
 
 
 

斎藤ふみ 
（さっぽろ天神山アートスタジオ、ゲスト・ 
コーディネーター）

2014 年度国際公募プログラム概要
プログラムテーマ：「冬・雪・さっぽろ」

活動場所：さっぽろ天神山アートスタジオ 

スタジオ滞在可能期間：2015 年 1 月 27（火）−
2015 年２月 28 日（土）の期間、計 4 週間以内
募集人数：３名（組）  

募集内容：滞在中、テーマに沿ったプロジェクトと成
果発表の制作プラン及び、ワークショップ・プログラ
ムの提案  

応募条件： 
・国籍、居住地、年齢（18 歳以上）、性別、ジャンル不問 
・さっぽろ天神山アートスタジオ滞在スタジオ利用対
象分野 (*) での活動歴があること（学生不可） 

(*) 美術、音楽、工芸、演劇、ダンス、文芸、写真、映像、
デザインなど

「国際公募と交流／山の上の余白」 17



今回の滞在では、“Overcome snow”（雪
を乗り越える）をテーマにプロジェクトを
実施。雪に打ち勝つ最良の方法は、それを
楽しみに変えてしまうこと、つまり「雪で
遊ぶこと」。世界記録に迫る巨大な雪玉を
作ることで「雪で遊ぶこと」を実践しよう
と試みました。 
 
日本を初めて訪れたアーティストには、想像
以上の驚きや発見がたくさんあったようで
す。日本の人々の顔が似たように見えること
もそのひとつでした。彼はそこから着想を得
て２人の男女の顔を繰り返し描きました。 
 
また、予想外の出来事も多くありました。
札幌の雪は湿度が低くさらさらで、思うよ
うに雪玉を作ることができません。いろい
ろな人にアイデアを聞き、物理的にも助け
てもらいながら雪玉作りに挑みます。キリ
スト教の聖書によると神は 7 日間をかけて
地球を創ったそうですが、彼も同じく丸い
雪玉を 7 日で作り上げました（正確に言う
と、大きくなった雪玉は 7 日目で転がせな
くなりました）。 
 
来日前から滞在制作のこの過程を、ペイン
ティングや映像などを用いて、天神山の
ギャラリースペースにインスタレーション
として展示しました。

ヘリ・ガルシア 
Helí García 

（スペイン、国際公募アーティスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1983 年、グラナダ（スペイン）生まれ。グラナダ
大学およびポズナン美術大学（ポーランド）卒業後、
作家として制作を始める。 絵画を中心に、その他
の表現領域にも一貫した芸術姿勢で取り組む。素材
に直接手を加えて生まれる作品は、パーソナルかつ
グローバルな両面を持ち、そこから表現者としての
個人と社会や自然との関わりが浮かび上がる。

1

2
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The biggest snowball ever / 
史上最大の雪玉、2015（部分）

制作風景

＜アーティストからのコメント＞ 

この先ずっと、あの奇妙な日々を思い出す
と思います。私が ”The biggest snowball 
ever”（史上最大の雪玉）を日本のみん
なに手伝ってもらいながら作ろうとした
日々。雪で遊ぶことで雪を乗り越える、と
いうアイデアをベースにした私の提案は、
自然と人間とアートについて反映させた、
プロセス（過程）に重きを置いたプロジェ
クトでした。その過程は、面白くて、イラ
イラして、感動的で、大変で、痛くて、ハッ
としたり、孤独で、社会的で、そしてエキ
サイティングでした。
 
私のプロジェクトは人との関わりが必要で
したが、正直に言うと、近隣から孤立した
天神山の環境に、到着した時は少し驚きま
した。しかし数日経つと、トークイベント
やワークショップのおかげで人々が頻繁に
やってくることが分かりました。 
 

心から言いますが、天神山アートスタジオ
の滞在について、一切ネガティブなコメン
トが浮かびません。施設、スタッフ、その
他の配慮がただただ自分にとって最高でし
た。この経験は必ず、アーティストとして
の自分の次の作品に大きな影響を与えると
思います。しかし私が家に持ち帰った 1 番
のプレゼントは、確実に、あの場所にいる
人たちに会えたことです。スタジオとプロ
グラムを運営するスタッフたちは、アー
ティストと地域の人たちを、居心地がよく
て、寛容で、協同的で、自由で、そして熱
心な雰囲気の中に招き入れています。 
 
これこそが、天神山アートスタジオがリ
サーチ・制作・展開のための素晴らしい場
所である所以だと思います。

審査員からのコメント（審査時） 

THE BIGGEST SNOWBALL EVER とい
うコンセプトがシンプルでよかったです。
ポートフォリオの作品がよいので、単純に
作品を見たい。（AH） 

雪原でのコレクティブワークの様子が目に
浮かび、グループの達成感が得られそう。
造形にこだわらず、行為にフォーカスして
るあたりが手堅い！不安なのは、ざっくり
しすぎていることだが、これまでの作品を
みると冒険してみたくなる作家。（MO）

3

1

3

2

4

4
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天神山に到着したアーティストは、「札幌
の音」を聞こうとリサーチを始めます。つ
ららから落ちる水の音、靴底で雪が軋む音、
白い雪の夜の静けさ。また、札幌の人々が
いかに雪と暮らしているかも学びます。年
間およそ 5m の積雪があるため、常に除雪・
排雪の問題を抱えていること。そんな面倒
な雪を、たいていの大人は厄介だと思って
いるが、子どもは雪が大好きなこと。 
 
雪は空からやってきて私たちの目の前にひ
とときとどまり、この様々な問題をすべて
溶かすようにして、最後には流れていきま
す。雪の降らない土地からやってきて同じ
くひとときこの地に滞在したアーティスト
は、ユーモラスに、また繊細に、雪との対
話の断片を私たちに聞かせてくれます。

ウェン・ナム・
ヤップ 
Weng Nam Yap 

（マレーシア、国際公募アーティスト） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1986 年、クアラルンプール（マレーシア）生まれ。 
グラフィックデザイナー／メディアアーティスト。
日常よく目にするモノや状況に新たな視点を与え、
問い続けるような作品を制作している。ゴグボット・
フェスティバル・ヤングブラッド・アワード（2012）、
ヨーロッパ・デザイン・アワード（2014）入賞。
イタリア、スイス、台湾など、数多くのフェスティ
バルに招待されるなど、その才能は国際的に評価さ
れている。

ワークショップ「Nice to hear you Sapporo」
（こんにちは、さっぽろ）
2015 年 2 月 21 日 10:00–14:30 

身近なものに自作のマイクを取り付け、参加者同士の
セッションを行いました。様々な音を聞き、新しい発
見や出会いの場となりました。

雫時計、2015

雪威し、2015

1

2

1
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＜アーティストからのコメント＞ 
初めてのレジデンス・プログラムへの参加
でしたが、とても楽しかったです。すべて
の事が新鮮でした。僕はグラフィック・デ
ザイナーでもあるので、普段はクライアン
トがいて課題を解決することが仕事です。
しかしこのレジデンス・プログラムはプロ
ジェクトを楽しむ機会と場所を与えてくれ
て、さらに言うと僕はアート・レジデンス
や札幌のことをそんなに調べずにやってき
て、つまりは何のストレスもなく、何かを
ただ自由に作る時間を満喫しました。天神
山の人々は素晴らしくて、作品制作に多大
な協力をして頂きました。また、期間中に
彼らが企画したトークイベントやワーク
ショップ、そして小旅行も楽しかったし、
他のアーティストと出会えたことも良い経
験でした。 
 
札幌は、僕にとっては「セクシー」な街で
す。自然が街に近いこと。山、海、雪が、
札幌と北海道を魅力的なイメージにしてい
ます。僕のように暖かい国から来た人間に

とっては、ときどき寒すぎますが・・・。
天神山はリサーチやプロジェクトのために
静かな環境が必要なアーティストにとって
ぴったりの場所です。緑に囲まれながら（今
は雪で覆われていますが）僕はここでとて
も集中できました。

雪については、すでに経験したことがあり
ましたが、今回はちょっと危険なくらいの
経験をしたと思います。雪は今回のレジデ
ンス・プログラムのテーマでもあったし、
この環境や、雪に関するワークショップな
どから、いろいろ考えさせられました。札
幌の人々は、雪の問題と向き合っている。 
 
滞在制作の期間は少し短かくて、多少の困
難もありましたが、ある時点での作品の状
態を最終的に展示として発表できたことに
満足しています。また、他のアーティスト
たちの制作過程を見ることができたのも興
味深かったです。たとえ時間が短くてもで
きることはあるんだと、気がつきました。

審査員からのコメント（審査時） 

自然現象から楽譜をつくる試みに興味をひ
かれました。これまでも実績があるので、
完成度の高い作品を滞在中に仕上げられそ
う。(AH) 

フィールド・レコーディングの手法自体に
目新しさはなく札幌国際芸術祭（SIAF）関
連でも既に行われてたワークショップだ
が、サウンド収集後のステップの図形楽譜
的なスコア制作の展開に独自性がある。中
谷宇吉郎の研究や SIAF で行った展示も調
査段階のリソースとして提供可能。グラ
フィカルな技法にも長けており、展示にも
つなげられるだろう。（SI） 

作り込みの物理的な時間が不安であはある
が、札幌独特の気候（寒さ、雪）にファン
タジーではない期待を感じる。音は雪と同
様に一時的に現れるものであり、サウンド
を扱う作家に興味が持てた。（MO）

2
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日本在住ながら初めて北海道にやってきた
黒田は、資料やフィールドワークに加えて、
札幌に住む人々にインタビューを行いまし
た。雪にインタビューする／雪になってイ
ンタビューに答える作品『雪にきく』と『雪
の語り』では、何も語らない雪を中心にイ
ンタビューが繰り広げられます。『札幌の風
景』では、吐息で蝦夷松と林檎の木が描か
れ、儚く消えていく様子が映し出されます。 
 
人間と雪、フィクションとノンフィクショ
ンなど、人口（Artificial）／自然（Natural）
というテーマがユーモラスに描かれました。

黒田大祐 
Daisuke Kuroda 

（広島、国際公募アーティスト） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1982 年、京都府生まれ。広島在住。広島市立大学
大学院卒業。橋本平八「石に就て」の研究で博士
号取得。主な個展「ばんじいしころ」（旧日本銀行
広島支店、広島、2014）、主なグループ展に「対
島アートファンタジア 2014」（厳原町周辺、長崎、
2014）、　横浜トリエンナーレ 2014 連携企画「東
アジアの夢」（BankART1929、横浜、2014）。 
 
※国際公募で選ばれた 3 名のアーティストのうち、
来日予定であった Pei-Ju Yeh が本人の事情により
不参加となったため、急遽次点の黒田大祐氏が参加
となりました。

ワークショップ「吐息の街」
2015 年 2 月 22 日 13:00–15:00 

参加者と一緒に窓に思い思いの木や建物を吐息で描い
て、自分たちだけの街を作りました。

雪の語り、2015（部分）

雪にきく、2015

札幌の風景、2015（部分）

1
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もと滞在していたイギリスのアーティスト
も含めて、みんなで食事する機会が何度か
ありました。私は調子に乗って、彼らに３
つの重要な日本の詩を伝えました。「酒は
のんでものまれるな」「咳をしてもひとり」

「さよならだけが人生さ」。ほとんど冗談で
伝えたこの３つの詩は、しかし、レジデン
スの束の間の出会いを象徴するように、合
い言葉の様に飛び交い、また、私の心の中
で、いまだ響いています。 
 
レジデンスに参加して、何を得たかはわか
りません。もちろん、作品は造ったし、多
くのインスピレーションを受けました。け
れど、それだけではない何かを得ました。
それは出会いかもしれないし、ツルツルに
凍ったアスファルトの上で転けて初めてわ
かるような感覚かもしれません。ともかく、
レジデンスプログラムは素晴らしいもので
した。私は、そこで何を得たのか確かめる
為に、もう一度、天神山に行かなければな
らないと思っています。

審査員からのコメント（審査時） 

日本人作家で気になった。社会 / 政治的な
課題と個人的なイメージのミックス具合が
興味深い。雪のプラン、よくあるフェイク
インタービュー形式なのだが、とぼけてて
オモシロい。どのように展示空間を作るの
か興味がある。（MI）

＜アーティストからのコメント＞ 
天神山は小さい山です。そして静かな所で
す。制作や思索には適した場所で、ここで
レジデンス出来た事は非常に幸運であり、
言葉にはできない大きなものを得たと思っ
ています。私は、天神山の麓の回転寿司屋
で北海道の奥深さを感じましたが、天神山
アートスタジオは、そこで出る寿司の印象
に似て、小さい山の上に大きいネタがのっ
ている（小さいシャリに大きなネタ）。例
えていえばそんな感じの、とても良い施設
です。おそらく、多くのアーティストにとっ
て居心地のいい環境であり、新鮮な感覚を
得られる場所だと思います。 
 
私が参加したのは、国際公募のレジデンス
だったこともあり、スペインとマレーシア
のアーティストと一緒になりました。もと

2

4

5
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札幌に暮らす人々にとって、雪かきは面倒
で雪は邪魔なもの。小助川の作品『ユキケ
シキ』はそんな「意識」も消してくれる「雪
消器」であり新しい「雪景色」でもありま
す。観客は木製の巨大なスコップとともに
そこに立つと、文字通り普段とは違うス
ケールでゆったりと新しい景色を眺めるこ
とができます。また、天神山を含む平岸界
隈の 3 箇所から採取された土がアーティス
トとワークショップ参加者の手によってピ
ラミッド型の作品の中に雪とともに詰めら
れ、春を待ちながら少しずつ大地にかえっ
て行きました。

小助川裕康 
Hiroyasu 
Kosukegawa 

（札幌） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1978 年、札幌市生まれ。北海道芸術デザイン専門
学校卒業後、マジックやシャープペンシル画など平
面作品を中心に数多くのデザインを手掛ける。造園
という仕事に出会い、その土壌から美を発掘し没頭
する。2008 年、人々 -HITOBITO- を立ち上げ、樹
木医師、造園家として、依然として未開拓な北海道
の庭で創造し発信し続けている。

ワークショップ「ユキケシキ」
2015 年 2 月 15 日 13:00–15:00 

作品「ユキケシキ」を参加者と制作しました。

ユキケシキ、2015
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天神山緑地は人よりも犬が多いかもしれな
い、と思うほど、犬の散歩コースとして人
気があります。夏には目に見えにくい犬た
ちのトイレ跡が、冬には白い雪に黄色いシ
ミとなって現れます。そんなやや不快な黄
色い跡に、ワークショップ参加者とともに
雪でできた犬のしょんべん小僧を設置する
と、思わず笑いを誘う風景に変わります。
犬を散歩させながら犬のしょんべん小僧を
見た人たちはみな、「あらかわいいクマね」
と呟いていたことも、作者には失礼ながら
微笑ましい光景でした。また、バレンタイ
ンの 2 月 14 日には犬のしょんべん小僧型
のチョコレートを制作し、参加者とともに
おいしく食しました。

斉藤幹男 
Mikio Saito 

（札幌） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1978 年、札幌市生まれ。2007 年、フランクフル
ト、シュテーデル芸術学院卒業。マイスター取得。
アニメーションや VJ などの映像作品、立体や写真
など不思議な世界を、ギャラリーや美術館、ライブ
ハウス、屋外など様々な場所、形態で発表している。
主な個展に「Spike The Fish Tales」（Soulangh 
Artist Village、台南、2014）、主なグループ展に

「FENIKS FESTIVAL」（Walpurgis、アントワープ、
2014）。

ワークショップ「犬の雪像作り」
2015 年 2 月 7 日 13:00–15:00、他複数回開催

参加者とともに「犬のしょんべん小僧」の型に雪をつ
めて立像を制作しました。 

2015 年 2 月 14 日 13:00–16:00

しょんべん小僧型のチョコレートを参加者とともに制
作、食しました。

雪の小便犬小僧（原型）、2015
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さっぽろ冬の 
バカンス 2015
カレンダー

2 月 14 日（土）
「雪の札幌はミュージアム」
講師：オダイマミ（さっぽろ天神山アートスタジオ、
プログラム・ディレクター）
札幌の冬の風物詩「さっぽろ雪まつり」の歴史や、世
界中の祭りについても紹介。祭りの成り立ちや役割を
検証しながら、札幌や身近なコミュニティの取り組み
についても紹介した。

2 月 15 日（日）
雪かきアート・ワークショップ 「ユキケシキ 」
 
アーティスト：小助川裕康（p.24 参照）

2 月 21 日（土）、22 日（日）
「天神山の雪まつり」
 
国内外のアーティスト５名による「さっぽろ・冬・雪」
をテーマにした作品展示やワークショップ、地域の人
の飛び入り参加による歌謡祭などの参加型プログラム
を天神山緑地内、天神山アートスタジオの屋内外で開
催した。また、ハサミで模様を切り出す紋切り遊びワー
クショップや、特設カフェ「ottimo×KAMOME」も
出店した。

2 月 8 日（日）
「除雪エクササイズのレクチャー＆ワーク
ショップ」
講師：森脇俊文（不調改善トレーナー、雪育ノススメ） 
雪かきをただの辛い肉体労働で終わらせない！せっか
く身体を動かすんだからエクササイズにしちゃおう！
ということで、降雪地域に住む人に必要な知識「雪育」
に取り組む不調改善トレーナーを講師に迎え開催。 
 

「マイ・ベストオブスコップを探せ！」 
 
講師：札幌オオドオリ大学雪部
生活や命を守るための除雪を体力作りやスポーツ、札
幌独自の芸能文化として捉え、道具や体の使い方を学
ぶ身体ワークショップを開催。 多様な除雪道具（使
用材や柄の尺、重量などが違う）を実際に使い比べ、
最後は一人ひとりがマイベストオブスコップについて
プレゼンテーションを行った。
札幌オオドオリ大学　http://odori.univnet.jp

2 月 1 日（日）
「天神山の雪まつりでなにをする？」
 
最終週に開催する「天神山の雪まつり」でなにをした
いか、アイデアを発表し、他の人の意見を聞いて方法
を決めていくオープン・ディスカッション形式のワー
クショップ。その成果として天神山の雪まつりマップ
を完成させた。

2 月 7 日（土）ほか数日開催。 
アーティスト・ワークショップ「犬の雪像
づくり」 
 
アーティスト：斉藤 幹男（p.25 参照）  

「札幌の人々と雪の暮らし」 
 
講師：小笠原 啓之、伊藤 健太郎
札幌の冬の生活の工夫と遊びについての歴史を踏まえ
た、北海道「雪」プロジェクトによる雪を活用した教
育研究や、現在の札幌の子どもたちがどのようなこと
を学び、実践しているのかを、現職の先生たちに紹介
していただきました。
北海道「雪」プロジェクト　「北海道雪たんけん館」
http://yukipro.sap.hokkyodai.ac.jp/
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天神山歌謡祭 
2015 年 2 月 22 日 
さっぽろ天神山アートスタジオ 
交流スペース 
 
 
漆崇博 

（一般社団法人 AIS プランニング代表理事）

「偶然の産物、そして伝説へ」 
天神山歌謡祭は、「冬のバカンス」の一環と
して、地域住民の方々の参加を主体とした
交流イベントとして企画された。
 
一般的なアートイベントやアートプロジェ
クトでは、芸術を専門とする活動家や表現
者が、主にプレイヤーとなる場合が多い。
しかし、天神山歌謡祭は、特別な活動をし
ていなくても隠れた特技や才能を持った人
材がいるのではないかという期待を込めて、
主に天神山周辺地域住民に対して参加者を
募った。なかなか出演者が決まらず悪戦苦
闘したが、結果的には数組の参加者が集ま
り歌謡祭を向かえることができた。

ふたを開けてみれば、演奏よりも MC の方
が長いフォークソングの弾き語りや、普段
あまり見ることのない馬頭琴の演奏、プロ
顔負けのジャズバンドの演奏、無理矢理歌っ
ていただいた詩吟などなど、多彩なライン
ナップで天神山歌謡祭は思いのほか盛り上
がった。

その中で、ひときわ異彩を放ったのが THE 
ORGANICS だ。THE ORGANICS は、さっ
ぽろ天神山アートスタジオに滞在するアー
ティストとコーディネーターにより結成さ
れた新進気鋭のロックバンドである。アー
ティストといえども音楽を専門にしている
者は一人もいない。そういう意味では、条
件は他の出演者と変わらない。ただ何とな
く楽器をいじるのが好きなアーティスト達
が偶然集まったのである。

そして数日かけて練習した２曲の歌謡曲と、
一夜漬けで生み出したオリジナル１曲の計
３曲を引きさげてステージへと上がった。
なぜか緊張気味の一同。演奏も、唄も、す
べてがメチャクチャだ。オリジナル曲はラッ
プだ。ただ、不思議な高揚感があり、なぜか
会場も盛り上がっていた。なにより驚きだっ
たのは、評判がすこぶる良かったことだ。

今思えば、THE ORGANICS は、アーティ
スト・イン・レジデンスをベースとした本
企画を象徴する事件だったのかもしれない。
そして、偶然生まれた THE ORGANICS は、
さっぽろ天神山アートスタジオの新たな交
流の形として、寄贈していただいたドラム
セットの音が鳴るたびに、必然的に継続さ
れていく活動になっていくのかもしれない
という予感すら感じさせる。

そして、それはいつか伝説となるのだ。

天神山歌謡祭「偶然の産物、そして伝説へ」 27
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